






























































































































額の対全国比（1960 ～ 97年）はわずか1.5 ～ 2.5％
と，全国的主産地を持つ福島県（10 ～ 20％）は
もとより，山形県（2 ～ 4％）と比べても養蚕業
の隆盛地であったとはいえない。これは宮城県
は稲作適地の平場農地が広いことが一因といえ，
1970年の養蚕業の分布をみると確かに阿武隈山地
の北端を占める丸森町や角田市，北上山地にかか
る本吉郡に集中がみられる一方で，大崎・登米や
仙台湾岸の平野部には確かに少ない（図２）。
　本論の対象地である旧小野田町や近隣の加美郡
内の町村に着目すると，1970年時点でそれほどの
養蚕隆盛地であったようにはみえない（図２）が，
それでも最盛期だった大正6年（1917）の宮城県
の養蚕農家数は38,012で，これは当時の農家数の
半分に近い4）。つまり養蚕業は，その最盛期には，
稲作を補う複合部門として山間地域に限らず広く
受容されていた。隆盛地とはいえない小野田にお
いても，養蚕が唯一の商品畑作物であったこと，
度重なる凶作対策として国有林地を各部落に払い
下げて桑畑を造成したこと，明治・大正期を通し
て養蚕はコメ，馬産と並ぶ農家の収入源であった
ことが『小野田町史』（2003）に記されている5）。
　２．推移
　戦後，既述の構造的要因によって養蚕業は衰退
の一途をたどる（図３）。価格低迷と食糧増産の
推進もあって平場の桑畑から転換されていった。
 
図３　宮城県における養蚕業の推移
（宮城県蚕糸業統計，県園芸振興班の資料により作成）
 
図２　養蚕業の分布（1970）
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さらに厳しい価格競争が強いられた70年頃以降
は，小規模な養蚕農家から淘汰が進んで山間地で
も養蚕戸数が減少する一方で，経営の大規模化・
高効率化と繭品質の向上努力によって養蚕面積と
繭生産量は80年代前半まではなんとか維持され
た。しかし80年代後半以降はそうした構造改善努
力も限界に達して，面積・生産量とも急減に転じ
た。1994年4月には宮城県養蚕農協連の解散が報
じられ6），2000年には養蚕農家数は100戸を切り，
2009年には36戸まで減って，もはや「産業」とし
ての規模すら喪失する状況ともなっている。
　旧小野田町の状況も概ね同様であるが（図４），
県の数値と比べると，養蚕戸数の急減時期が早く，
最盛期には450戸に届いた養蚕農家数も，1975年
でわずか25戸，87年には8戸となった。一方で80
年代には桑園面積が一時増加がみられるが，これ
は放棄農地の桑園団地転換の事業が取り入れれた
ためであった。しかしその増加も一時的に終わっ
た。養蚕農家は2000年には3戸，2010年には1戸，
桑畑面積60aとなって，産業としての役割を喪失
した。
　なお，蚕糸業の行政管轄体制も整理統合された。
すなわち宮城県農政部では1984年，それまでの蚕
糸課は蚕糸園芸課に，1994年から園芸課蚕糸係，
そして2005年には農林水産部園芸振興班に統合さ
れている。また1955年に県内に10か所あった県蚕
業指導所も，1978年に5か所，1988年に2か所（志
津川，角田），そして1995年には農業改良普及セ
ンタ （ー迫と大河原）内の蚕業指導課に統合され，
2005年からは養蚕専門の係はなくなっている。
　３．製糸・織物業
　製糸業について一瞥しておくと，明治末から大
正の恐慌期までは宮城県内でも各地に会社組織の
製糸工場が勃興した。『宮城県史』9（産業編1，
第62表）には，大正11年（1922）時点で小野田村
の2工場を含む23の器械製糸工場が県内各地に立
地していたことが記されている。既述のように『小
野田町史』には，大正年間には4つの製糸工場が
町内にあって賑わったことや，製糸会社が農家に
羽二重を織らせて横浜に出荷したことが記されて
いる。また薬莱山麓の鹿原地区では織物技術を向
上させてその羽二重織が宮城県の品評会で1位を
獲得するほどであり，花嫁衣装の和服とともに東
京・横浜に出荷されていたとの歴史もあった7）。
しかし戦後の1955年には主力の器械製糸工場は片
倉製糸の3工場（仙台，岩出山，白石）と上西産
業（白石）の計4工場のみとなり，これらも1981
年までに廃業した8）。
　以上の諸事実をふまえて，蚕糸業における旧小
野田町の地域性を小括すれば，1970年の統計では
蚕糸業の主産地であったとはみえないものの，か
つては各地の山沿い地域の多くがそうであったよ
うに養蚕が広く受容され，製糸業に乗り出す地域
内外の投資家や織物技術の習得に熱心な人々がい
て，蚕糸および織物業が地域産業として成立した
 
図４　旧小野田町における養蚕業の推移図
（『小野田町史）掲載資料により作成）
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歴史を経験した地域であったと言うことができ
る。そうした中で，これらが急激な衰退に向かう
1970年代末，「地織」を保存・継承しようとする
取り組みが生まれる。
Ⅲ．機織保存の取り組み
　本章では，機織保存会設立当時の新聞および自
治体広報誌による記事（文中で引用）と，会の活
動にかかわってきた3人のキー人物へのヒアリン
グにより，保存活動の経緯，内容，盛衰の状況を
整理する。
　人物の1人は，保存会の設立とその後の運営を
公的立場から支えた元蚕業普及員S氏である。保
存会の活動の中心となってきたのは，地域最後の
技能保持者として知られた高嶋なつゑ氏であった
が，本調査時点では高齢のため残念ながらヒアリ
ング困難であり，S氏が発足当初の状況を語り得
る唯一の人物であった。同氏もまた高齢で自宅療
養中であったが，2010年11月，2時間にわたるヒ
アリングに応じてもらい，設立当時の資料綴を拝
借することができた。
　他の2人は，保存会設立10数年後の1980年代末
から高嶋氏の傍らで糸づくりを中心に補助してこ
られた娘のEさんと，1991年から高嶋氏に師事し
て機織りを始め，今も不定期ながら研修所を訪れ
て機織を続けている唯一の人物である仙台の高校
教員H氏である。Eさんには2010年秋と2012年春，
H氏には2012年春に，漆沢の高嶋家に隣接する保
存会の機織研修所においてヒアリングに応じても
らい，会設立時の状況（伝聞）と主に1990年代以
降の活動の様子についてお話しいただいた。Eさ
んにはまた，研修所内の諸設備，制作した紬糸や
生糸，そして高嶋家に保存されている反物と仕立
てた着物について紹介と解説を受けることができ
た。
　１．「小野田町はたおり保存会」の設立
　１）設立の経緯
　1981年に作成された保存会のパンフ（後掲）に
は，設立日は1976年8月1日と記されている。会結
成の経緯については，当時の新聞では，「地元の
養蚕農家で行われていた伝統の機織技術が絶えて
しまわないよう，技術保持者の高嶋なつゑ氏をは
じめとする町内の養蚕農家の主婦ら15人で結成さ
れた」という紹介がなされている9）。
　この時の事情についてEさんは，会の設立には
蚕業普及員のS氏の尽力が大きかったと話す。S
氏は養蚕が盛んだった本吉町の出身で，県蚕業試
験所に勤める中で蚕業普及員の資格を取得，県蚕
業農協連の大崎地区担当の蚕業普及員となって小
野田町に転住。まもなく養蚕は急速な衰退に向か
うとともに，稲作減反も強化された。そうした中
で，町内で唯一機織を行っていた高嶋なつゑ氏に
着目して機織保存会の設立を発案したのがS氏で
あったという。
　S氏は蚕業指導を通して知己となっていた養蚕
農家のうち機織機械を所持する農家の女性たちに
声をかけて，小野田の機織を復興すべく，高嶋氏
をリーダーとする「小野田町はたおり保存会」10）
を立ち上げた。会員の年齢層は「27歳から53歳」
と報じられているが11），養蚕農家の主婦のほか，
機織技能の習得を希望して参加した若い女性の参
加もあり，技能習得に熱心な町外の女性2人も特
別会員として加った。
　会員の年会費は1,000円とされたが，活動資金
はそれではもちろん足りず，県の「有機型農業育
成対策」の「伝統民芸品保存普及対策事業」の適
用を受け，養蚕農協の負担金あわせて40万8千円
を調達した。それらは必要機材の購入，先進地視
察，講師謝礼などに充てられている。そしてこれ
らの補助金を受けた会の運営を公的立場から支援
するため，小野田町産業課，県の大崎蚕業指導所，
そして担当蚕業普及員のS氏が「幹事」として参
加している。このうちS氏は，補助金申請書類や
保存会総会資料，来訪者向け説明パンフの作成な
ど，事務的技量を十分持たない農家主婦の会員に
代わって，会の活動を支えていくことになる。
　こうして1976年11月，「小野田町はたおり保存
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会」の設立総会が，当初の活動場所となる町の稚
蚕共同飼育所で開かれて，保存活動はスタートす
ることとなった。
　２）高嶋なつゑ氏の経歴
　ここで，会のリーダーである高嶋なつゑ氏の経
歴について，娘のEさんからのヒアリングおよび
「河北新報」記事（1997.8.17）によって，簡単に
ふれておきたい。それによれば，なつゑ氏は隣町
の宮崎町の生まれで，幼い頃から家の手伝いとい
えば蚕の世話であった。機織の技術は，近所のほ
とんどの農家に機織機があって見よう見まねで習
得し，終戦直後の1946年に漆沢に嫁ぐことになっ
た際は，自分の着物は全部自分で織って持って
いったという。
　当時は林業の村で，嫁ぎ先もまた林家であった。
また子育てもあって機織からは長く遠ざかってい
た。機織を再開したのは子育ても終わって時間に
余裕ができたためで，保存会結成の少し前からの
ことであったという。
　当時小野田で養蚕が盛んだったのは町中心部の
町屋敷地区であったが，養蚕主業の農家では蚕の
世話に忙しくて機織の余裕はなく，機織はほぼ廃
れていた。そんな中で，養蚕が主業ではなかった
高嶋家では繭を購入して糸作りと機織を再開し得
る条件にあった。さらに養蚕も自宅で行うように
なり，普及員のS氏の熱心な指導を受けるように
なった12）。
　３）保存会の活動
　機織保存会の活動内容については，上記の補助
金申請書に以下の4点が挙げられている。
　①機織の保存，継承，資料の整備
　②技術講習会，先進地視察，研修会の開催
　③継承活動によるコミュニケーション強化
　④製品の展示，販売
　初年度の活動内容はこのうち技術習得が中心
で，12月に4回，3月に2回の講習会を開催して，
毛糸を使った平織技術の習得や，真綿からの手紬
の実習が行われたほか，3月には結城紬の視察を
行っている。機織の講師役は織物名人として知ら
れた尾形ときさん（当時90歳）13）のほか，高嶋
会長が務めた。
　翌1977年には，1年目と同様の補助を受けて，
会員共用の機織機2台を導入し，白地模様織や紬
織の講習，古川市の染色工場の視察を行っている。
　会員には自宅で機織を経験したことのある女性
が多いこともあって技術の習得は順調で，1977年
11月の県農業祭には，制作した帯十数点を出品し
て「その見事な出来栄えは観賞者をびっくりさせ」
て，「現在養蚕をやっている15戸を中心に将来的
には『小野田つむぎ』の名で同町の特産品として
売り出そうと計画をねっている」14）と報じられ
ている。
　なお，この年には「有機型農業育成対策」の1
つである「休耕農地復元対策事業」の適用を受け
て，薬莱山麓に50aの桑園を復元している。機織
保存の取り組みには減反対策という側面もあっ
た。
　２．「機織研修所」開設と活動の発展
　１）研修所開設と活動の発展
　3年目の1978年度になると織機1台分のスペース
しかない稚蚕共同飼育所では手狭となった。その
ため会専用の活動施設の建設を県知事に陳情し，
それが功を奏して1979年12月，「小野田町機織保
存会機織研修所」が会長宅の敷地内に建設される
こととなった。県・町の補助金など250万円をあ
わせて面積70㎡の建物と，糸紡ぎと機織りに必要
な設備・機材を備えた施設となった15）。織機機械
は町内の農家の納屋にあった3台を譲り受けて計5
台が設置された。
　機織研修所の開設は小野田機織の復活として新
聞や自治体広報誌で紹介されている（表１）。そ
こには活動の様子も紹介されている。
　このうち，1980年1月7日「河北新報」では，「既
に同町では養蚕農家が増える兆しが表れており，
55年度事業で桑園団地が造成されるなど，絹と紬
のまちになりそうだ」と記されており，農業の振
興と一体の事業であったことがわかる。
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　また1980年2月1日「広報おのだ」では，保存会
のアドバイザー役だったS氏が，「保存会として
は今後，町内で機織を希望する方々が会員の申し
込みをすれば初心者でも手を取って教え，小野田
町の伝統民芸の継承をする。理想としてはこれを
機会に小野田町の特産品として大いに伸ばしてい
きたい」と語り，地場産業としての発展を期待し
ている。
　さらに1980年3月1日「みやぎ県政だより」では，
「保存会結成4年目となる現在，会員の技術もか
なり習得し，立派な紬も織れるようになっている。
まさに機織の里復活というところだ。現在は織り
だけで染色には至っていないが，今後は草木染な
どの染色技術も身に付け町の特産品にしたいと張
り切っている」と，成果の評価に加えてさらなる
技術習得に期待をこめている。染色技術の習得や
物産展への出品，他団体との交流など，当時の活
動の様子は，研究所内に今も残るポスターからう
かがえる（写真１, ２）。
　２）知名度の高まり
　このため見学者も訪れるようになり，1981年に
は来訪者向けに，小野田の機織の沿革を紹介した
パンフが作られた（図５）。このパンフには1981
年当時の会員名簿が付されているが，設立時から
4名の名前が消える一方で4名が新たに加わり，当
時22歳だった後述の地元出身の染色工芸作家の名
前もその中にみえる。活動の活発化は地元の若者
の心をもとらえる効果を果たしたといえる。
　さらに翌1982年の新幹線開通（古川延伸）記念
物産展への参加もあって，機織り技能の習得を希
望する来訪が続くようになった。当時は町内に適
当な宿泊施設もなかったため，会長の自宅に長期
滞在するケースもあったことから16），研修希望者
の費用負担や宿泊への対処を明記した研修所の運
営規程が1985年2月の総会で定められている17）。
　これらのことからすると，研修所の開設は機織
保存会の活動を活発化させるとともに，「小野田
機織」が広く注目を得る契機になったということ
ができる。また，活動の活発化にともなって必要
な資材や機器も増えるが，これらの資金を県の「ふ
るさと農業推進総合対策事業」の「農産加工試作
研究推進事業」を活用して調達している。
　３）産業化への意気込み
　会の活動は次第に広がりをみせる。1984年3月
1980.1.19　朝日新聞「雪深い山里に機の音こだま」
1980.1.07　河北新報「待望の機織り研修所完成」
1980.2.01　広報おのだ「念願のはたおり研修所完成」
1980.2.25　読売新聞「伝統のつむぎ織りを守る」
1980.3.01　みやぎ県政だより「機織りの里復活」
1980.8.01　みやぎ県政だより「盛況だったふるさ
との織物展」（丸森町大内地織保存会と
の合同作品展）
1981.2.03　読売新聞「伝統つむぎの再興に懸命」
表１　研修所開設当時の新聞等の報道
写真１　活動状況を伝えるポスター
写真２　ポスター左端中央の写真
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15日に小野田町長に提出された「農業加工試作研
究対策事業実績調書」の添付資料には，保存会の
活動目標として次の6点が記されている：①技術
研修者底辺拡大，②小間物製品への移行，③原糸
部門の多量化，④先染め技術の習得，⑤小間物品
加工習得，⑥販売体制。そこには産業化への意気
込みが込められている。
　会の活動が最も充実していた1986年5月の ｢広
報おのだ｣ に，高嶋会長，S氏，小野田町長の対
談が掲載されており，そこでも保存活動から産業
化への展望が語られている。
　S氏：「小野田としては紬一本でいくことにし，
紬織をはじめました。白生地だけ織っていた
のではあまり旨味がないということで，一昨
年おり草木染めで一歩技術を進めて，身近に
あるくるみ，木はだ，くりのいが等を利用し
て草木染をして織ったら従来の白生地と比べ
るとかなり違い，米沢からも見学に来た方々
にも高い評価を得ました。量産できないのが
今の課題です。」
　高嶋会長：「草木染めを始めてよかったと思う
のは，山村地帯なので材料が豊富であり，様々
な染めものができるのがうれしいです。小野
田でなければできない製品を作り世に出した
いのが私の豊富です。」
このほか，S氏からは，機の織れない人でもでき
る端切れを利用した小物加工技術の習得の必要性
も語られている。
３．小野田地織の特徴
　１）糸づくり
　Eさんによれば，保存会がめざした小野田地織
の特徴は，糸づくり（紬ぎ出し，必要に応じた染色）
から織物までの「全工程」を自分たちの「手作業」
で行うこと，つまり自ら飼養した蚕の繭から紡い
だ糸を使用して機織まで行うことで，これを一貫
して行っているのは全国でも珍しいという。確か
に高嶋会長自身も「私の自慢したいことは百％自
分の採ったまゆで織ることです」と語っている
（「広報おのだ」1986.5）。Eさんによれば，これ
図５　1981年に作成された保存会の紹介パンフ
（Ａ３表裏・３つ折り体裁の内側。外側は扉，交通案内図，会員名簿）
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は母である会長のこだわりで，Eさん自身，糸作
りの手伝いをする中で技術を身につけるようにな
り，1990年頃からはもっぱら糸づくりを担当する
ようになったという。制作した糸は，研修所での
紬織の糸に使用されるほか，糸だけを求めに来る
人もいたという。
　小野田地織では，横糸に紬糸，縦糸に生糸を使
う（写真３）。このうち紬糸は，屑繭を当初は近
隣の養蚕農家から，養蚕衰退後は岩出山町や志津
川町入谷などの宮城県北に少数残った養蚕家から
集めて制作した。また生糸は，高嶋家で生産した
繭を使用して行われた。生糸の制作は，当初は手
紬ぎで行っていたが，効率を高めるため1987年頃
にS氏の仲介で丸森町の繭検定所から小型繰糸機
械（写真４）を譲り受けて導入している。
　なお高嶋家の養蚕は繭価格の下落で一時やめて
いたが，研修所となつゑ氏自身の機織に使用する
糸のために，他農家の休耕桑園を購入し，母屋の
隣に蚕室を築いて，なつゑ氏の夫と長男が担い手
となって復活させた。
　２）手織りの特徴
　Eさんによれば，「手織り」であることの特徴は，
写真４　小型繰り糸機
写真３　左が縦糸の生糸，右が横糸の紬糸
写真６　高嶋なつゑ氏の紬織の反物（白絹）
写真５　高嶋なつゑ氏の紬織の反物（左は娘のＥさん）
写真７　試着体験
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体に馴染みやすく，着崩れしにくく丈夫な点にあ
るという。2010年11月の高嶋家訪問の際，なつゑ
氏の作という紬織の反物を手にとり，さらには仕
立てた着物を着用させていただく機会を得た（写
真５～７）。見た目以上に軽くてソフトな肌触り
と着心地が印象的であった。

　４．活動の実態
　前々節では，保存会および研修所設立時の様子
を当時の記事・資料類から整理したが，その後の
活動状況はどうだったのか。Eさんへのヒアリン
グと機織研修所に残された保存会の日誌から整理
したい。
　１）担い手・日程
　研修所における活動の主体となったのは，ほぼ
毎日糸作りや機織に従事していた高嶋会長のほか
は，会員および非会員希望者の自由参加で行われ
た。会員以外の研修希望者の受け入れについては，
多くの人に機織機を開放したいという高嶋会長の
考えがあったという。
　初心者への技術指導は高嶋会長が個人指導で行
い，初めに毛糸を使って機織機操作の基本に慣れ
た後，絹糸での本格的な織物制作に進む。この際
には，縦・横の糸1反分を5万円で購入する。1反
分を織るのに要する時間は，最も容易な平織では
毎日作業を続けて1週間ぐらいであるが，実際に
は家事や仕事の傍ら行う会員や週末だけ通う人も
いて，多くは1ケ月以上かかる。
　非会員には，様々なルートで小野田機織保存会
や高嶋会長を知って遠くから来訪する人が多かっ
た。1984・85年当時の保存会日誌に記された非会
員の住所をみると，宮城県北の旧古川市4，迫町3，
豊里町1，中田町1のほか，仙台市2，石巻市，塩
釜市，米沢市，そして東京都日野市が各1となる。
遠来の非会員には1反織るの数ケ月も機織機を専
有する状態となったり，途中で投げ出して来なく
なってしまうこともあったという。
　作品は製作者自身のものとなるが，販売に耐え
るのは高嶋会長の作品のみで18），他は個人の趣味
や自家用途に織られた。これは平織の技能は容易
に身につけられても紋織をこなすのは至難で，そ
れができたのは高嶋会長だけであったためとい
う。
　２）日誌にみる制作活動の様子
　こうした制作活動の様子は，1984年11月から記
録がとられ始めた保存会の「日誌」から，より具
体的に読み取れる。そのうち，ほぼ毎日の活動記
録が残されている1984年11月から85年3月にかけ
ての内容を整理したものが表２である。記録者は，
高嶋会長に師事して技能を習得するため特別会員
となって古川市の自宅から平日のほぼ毎日通って
きていた当時20歳台の女性SKさんと，週末と祝
日に来所していた30歳台の町内の会員女性HYさ
んの2人である。
　記述の内容からは，織物の制作は具体的な用途
や目標に基づく仕上がりをイメージして周到に設
計した上で，手間とコストを前提として行うもの
であること，またそれに見合うだけの「思い」を
込めてこそ行えるものであることが読み取れる。
　また研修所が制作の間に顔を合わせる高嶋会長
や他の会員や地域内外からの来訪者たちとの交流
の場となっていたという側面も見落とせない19）。
　５．保存活動の変質と衰退
　１）保存活動の変化
　Eさんへのヒアリングによると，機織研修所が
注目を集めたのは開所直後の1980年から85年頃ま
でではなかったかという。上述のように活動への
参加は会員の自由意志に任せられており，多忙な
家事の傍らで多くの時間を費やして売り物になる
ほどの機織技能の習得はなかなか容易ではない。
そうした事情から，会員の参加は減って，毎日機
織を続けるのは高嶋会長のみという状況になり，
他には機織技能の習得を志して高嶋会長を慕って
通ってきていた数名のみになっていった。
　1984・85年の状況を記した前述の「日誌」には，
研修所に来訪した会員や視察者も記されている。
それによると，継続的に来所していたのは，ほぼ
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表２　機織保存会日誌に記された活動内容（1984年11月～ 85年3月）
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毎日の高嶋会長，上記のSKさん（平日，85年3月
まで），HYさん（週末，全期間）の3人のみで，
他には小牛田町在住の非会員女性（週末，85年5
～ 9月，当時20代）の名がみられるのみである。
　つまり「保存会」としての取り組みは1985年頃
には既に変質して，高嶋会長と特定個人の私的な
活動になっていたとみられる。そして会長以外の
3人の個人のうち2人は，「手織」に関心を寄せる
町外（古川，小牛田）の若い女性であった点も，
「小野田機織」の保存活動の地域的性格の変質を
示すものとして見落とせない。
　そしてⅡ章２節でみたように，この頃から養蚕
農家の激減に伴って蚕業指導所も整理統合され
て，小野田はそれまでの古川指導所から遠く離れ
た志津川指導所の管轄となった。折しも，保存会
を公的立場から支えてきたS氏が1986年に定年退
職し，支援してくれる担当普及員も途絶えた。
この当時の状況は，現段階ではこれ以上具体的に
は知りえない。それはEさんとH氏の保存会との
かかわりはそれぞれ1980年代末および1991年以降
で，それ以前の活動実態については把握していな
いこと，また保存会設立時の会員の多くは当時す
でに高齢者であって，少数の20・30代の会員およ
び特別会員も今は町外に転居して連絡はとりにく
い状態にあるためである。「日誌」の記録も1990
年代になると訪問者は遠方から時たま訪れる数名
の愛好家以外にはみられず，余白を多く残して今
日まで使用されている状態であった。
　他方でEさんとH氏が研修所に継続的にかかわ
るようになって以後の1990年から2000年頃までの
状況については，会員の来訪もしばしばあり，休
憩時間になると機織の手を休めて一緒にお昼やお
茶を楽しむこともあったという。また，次節で述
べる「伝習館」で紹介されて，糸取りや機織の体
験に来訪する人が年に3・4人はあったという。
　つまりこの時期の機織研修所は，高嶋会長を引
き続いて中心としつつ，近隣の会員や外来の機織
希望者の個人意志による活動が一定程度あり，交
流の場としての機能を果たしていた様相がうかが
える。
　保存会の日誌は，2006年から復活しているが，
その記録者となっているのは，仙台在住の女性
（2006年9月～ 2007年3月）と，H氏（2007年4月
～）の2人で，登場する人物は，高嶋会長，娘の
Eさんのほかは，桑畑の整備を行う高嶋家の家族
以外には記されていない状況となっている。
　研修所の維持費用について付言しておくと，保
存会規程では，非会員に対して管理費として町内
の人は年1,200円，町外の人は月1,500円を負担す
ることが明記されているが，Eさんによれば，実
際には徴収されたことはなかったのではないかと
いう。そのため，少なくともS氏の退職で補助金
申請が途絶えて以後は，高嶋家がすべて負担して
きたという。
　２）研修所の現況
　冒頭で述べた通り機織研修所は今も高嶋家の敷
地にある（写真８）。しかし高齢となられた高嶋
会長は体調を崩して2008年に機織活動から引退す
ることとなった。さらに高嶋家で年1回繭をとっ
てきた養蚕も，担当してきた高嶋氏の夫の高齢化
にもあって2010年限りでやめることとなった。さ
らに2011年12月には保存会の設立と初期の運営を
支えたS氏が高齢のため亡くなられた。
　それでも2012年春現在，研修所には2010年に制
作された生糸や紬糸が保管され，6台の機織機も
残されている（写真９，10）。来訪者は稀になっ
たものの，Eさんが毎週通っていつでも対応可能
な状態に掃除・整頓されている。
Ⅳ．「機織伝習館」の設立と活動
　1996年，薬莱山麓のリゾート開発地区の一角に
「小野田機織伝習館」が設立された。その経緯に
ついて，町から委託されて伝習館の管理・運営を
行っている染色工芸家K氏へのヒアリングと新聞
記事をもとに整理したい。
　１）K氏の経歴
　小野田の中心集落に生まれ育ったK氏は，幼い
頃から機械いじりが好きで身近にあった機織機に
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興味を持ったのが，機織にのめり込むきっかけで
あったという。大学卒業後，設立されたばかりの
機織保存会に入会し，機織研修所に2年間通って
高嶋会長から機織の技術を学んだ。その後より高
度な機織技術を学びたいと思うようになり，米沢
市の職業訓校の製織科に進み，さらにその後長野
県松本市の染織作家の元で3年間にわたって研鑽
を積まれた。そして1989年，出身地に隣接する中
新田町の中心商店街に染織工房「藍樂舎」を設立
し，自らの作品制作のほか，地域の創作交流活動
の拠点とした。そうした折の1996年，薬莱山麓に
「機織伝習館」が建設される際，町からの要請で
その運営を任されることとなった。そして自身の
工房もそこに移して，制作活動を続ける傍ら，研
修希望者に対して技術指導を行うという伝習館の
写真８　機織研修所の入口部分（2010.9）
変色した看板が30年の歳月を伝える
写真９　研修所内の機織機（2010.9）
写真10　研修所内の糸（2010.9）
保管されている紬糸と生糸は10反分ぐらいという。
前掲の写真３は青棒の右端部分を接写したもの。
写真11　K氏の作品
写真12　機織伝習館
（奥にみえる伝統農家風建物がそばレストラン）
写真13　草木染めの糸
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活動を行うこととなった。
　K氏は2004年に「きもの文化賞」，2006年には
第80回国展工芸部門の「80回記念賞」を受賞し，
2008年には国展を主催する「国画会」の準会員に
推挙されるなど，今では著名な染色作家となられ
ている。その作品は，素人目にも高度な染と織り
の技術を凝らした「作品」である（写真11）。
　２）伝習館の設立
　伝習館が設立された1996年は，薬莱山麓の観光
開発が進められていた時期である。薬莱山麓は宮
城県が推進する「栗駒・船形リフレッシュリゾー
トオアシス21」構想の重点整備地区の一つに指定
されて，1990年3月に国の承認を得た。民間から
の出資者として，隣接の色麻町に大工場を持つ積
水化学が参加し，ゴルフ場，スキー場，温泉・宿
泊施設，アウトドアレジャー施設などの観光交流
施設の建設が計画された。1993年にはその拠点施
設である町営温泉施設，94年には町営産直施設，
95年には民間ゴルフ場がオープンするなど，薬莱
山麓は大きく変貌する最中にあった。
　そうした中の1996年11月，伝統農家風のそばレ
ストランを主屋とするそば打ちや農作業体験がで
きる町営の「農山村多面的機能活用施設」群の1
つとして，機織体験ができる「伝習館」がオープ
ンすることとなった（写真12）。町が施設群の中
に機織体験を含めたのは，いうまでもなく小野田
機織の保存活動があったためである。Eさんの証
言によれば，町は当初，同施設での技能指導を高
嶋会長に依頼してきたが，通う手段がないために
辞退した。
　そこで当時隣りの中新田町で活動していたK氏
に依頼がなされることとなった。K氏によれば，
町は「小野田地織」の伝承を目的としたものでは
なく，薬莱山を訪れる観光客向けの体験施設とし
て考えていたという。そして漆沢の機織研修所を
移設するという話もあったものの，観光地にふさ
わしい概観と設備の施設が新設されることになっ
た。
　町の要請に対してK氏は，短発的な「体験」で
は機織技能はとうてい伝えられないと主張し，結
局，不特定多数を相手にする「観光施設」ではな
く，長期的に通える希望者を対象とする「研修施
設」とすることで管理・運営を引き受けることに
なった。
　３）伝習館の活動
　町有施設である伝習館では，町の条例の定めに
従って染色と機織の研修コースが開講される（表１）。
染織のコースは7ケ月を要する長期研修であるが，
所要1時間の行楽客向け草木染め体験コース（綿
ハンカチ）も日曜日のプログラムとして盛り込ま
れている。
　染色は周辺の野山から採取した植物による草木
染で，教室内に置かれた糸車にかけられた鮮やか
な色は感嘆するほどであった（写真13）。
　長期の研修は，K氏が作成した専用のテキスト
よって行われる。機織工程は，伝習館内の機織室
に備えられた織り機で行われる。研修者が制作し
た反物は着物に仕立てられて，年度末の3月に，
隣接する古農家レストランでの発表会を兼ねた
ファッションショーでお披露目される20）。
　長期コースの受講者数は，多い年には30人とい
うこともあったが，例年は10 ～ 20人程度。大半
が女性で年齢層は20 ～ 70代と幅広く，家事や仕
事の傍ら通う人や，退職後の趣味として参加して
いる人が多い。居住地では県内各地から訪れるが，
最も多いのは仙台市であり，中には山形や福島か
ら通って来る人もいるとのことであった。
表１　伝習館の研修コース
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　４）新しい機織保存会
　K氏が伝習館の運営を引きうけることになった
際，「小野田町機織保存会」を会長として引き継
ぐ形となった。K氏の見方によれば，当時の保存
会は，機織を続けていたのは実質的には高嶋会長
のみで，公的補助の受け入れもなく，会としては
有名無実化した状態であったとする。
　すなわち小野田機織保存会は，機織伝習館の開
設を契機にその内実を大きく変えることとなっ
た。新保存会の会員はK氏を会長とするほかは，
伝習館スタッフ2名が保存会として指導を補助す
る形をとっており，以前の保存会とは別ものであ
る。またこの新保存会は，小野田伝来の「地織」
の保存を目的としていないことから，保存会とし
ての実態は形式的なものともいえる。しかしその
一方で，K氏自身は保存会設立直後から高嶋なつ
ゑ氏に教えを受けた会員でもあることから，この
点では「小野田機織」の名を継承するにふさわし
い人物ということもまたいえる。
　この「伝統」の継承という点に関してK氏は，
小野田の「地織」というよりも，日本で古くから
行われてきたという意味での機織と草木染の伝習
という広い意味でとらえていると語っている。
Ⅴ．まとめと考察
　本論では，1976年に始まる旧小野田町の機織保
存会の活動とその変化の経緯について，当時の記
事や関係資料と関係者の証言によって可能な限り
把握に努めた。保存会の中心であった高嶋なつゑ
氏と，会の立ち上げから初期の活動を支えた元蚕
業普及員S氏はともに高齢で十分なヒアリングが
困難であり，日誌等の活動記録も断片的にしか残
されていないため，把握し得た部分は36年にわた
る年月からすれば一部であるといわざるをえな
い。しかしながら，保存会の基本的性格とその地
域的意義については，一定の考察に足る内容は把
握しえたと考える。
　これらの諸知見をふまえて本章では，はじめに
小野田町機織保存会の組織と活動実態からみた特
徴を総括するとともに，Ⅰ章の末尾で示しておい
た3つの論点について考察を加えたい。
　１．まとめ：機織保存活動の特徴
　小野田在来の機織技能を保存・伝承する目的で
結成された同会の特徴をひとことでいえば，地域
最後の技能保持者である高嶋氏に多くを依拠する
私的な技能習得・交流の場であったといえ，設立
時に掲げられたような伝統技能の伝承とその産業
化を組織的に追及するような会ではなかったとい
うことである。それは，展示会などへの組織的な
出品は研修所開設当初に限られていること，会の
運営規程に記された会費の徴収も実質的には行わ
れた様子はなかったこと，活動への参加は個人の
自由に任せられたことから明らかである。確かに
機織研修所の開設から蚕業普及員S氏が退職する
1986年までは，会員名簿が作成され，年1回の総
会も開かれて収支が報告されるなど，会としての
形式が保たれたが，それは補助金受給への対応で
あったといえる。S氏の退職後は，高嶋会長個人
と会長を慕う限られた技能習得希望者による私的
な活動・交流の場となっていった。
　そうならざるをえなかったのは，第一に，商品
化しうるほどの技能の習得に向けた地元会員の組
織的な取り組みの機運が醸成されなかったためと
いえる。当初の指導助言役だったS氏も蚕業の指
導員であって，織物製品化の専門家ではなかった。
そうした中で，1984年秋以降の保存会日誌の記
録者となる古川在住のSKさんや，1993年以降仙
台から訪れるようになるH氏の例にみられるよう
に，地域外から会長を慕って来訪する若者が機織
活動の主メンバーに転じていく状況が生まれ，小
野田地織の保存会としての性格も変質していった
といえる。
　第二に，従来からの伝統であった糸づくりから
の全工程を自前で行うことを小野田地織の特徴と
して高嶋会長が重視し，その工程の多くを高嶋家
が担っていたことにある。タテ糸作りに必要な桑
園の維持管理と養蚕は高嶋家が中心となって担っ
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ており，糸づくりも会長の娘Eさんが主として担
当した。そのコストは高嶋家の負担であったため，
紬織の絹糸も高嶋会長から購入していた。
　このように，地域づくり事業としてスタートし
たはずの小野田町機織保存会は，高嶋会長の技
術，高嶋家の支え，そして会長を慕う特定少数の
人々による私的な活動へとその性格を変えてい
き，「伝習館」の開設に際して形式的にも工芸作
家K氏へと移行することとなった。
　２．考察：三つの論点
　１）「伝統」をめぐる考え方
　小野田の機織保存をめぐる活動の流れを観察す
ると，保存・継承すべき「伝統」をめぐる3人のキー
人物の考え方の違いを観取することができる。
　キー人物の1人は，いうまでもなく高嶋なつゑ
会長である。既述のように高嶋氏は，地域最後の
技能保持者として，蚕を育てて糸を紬ぎ，織りに
至るまでの全工程を自ら行うという，かつて行わ
れてきた「地織」の技能にこだわりをもち，それ
が守られるべき地域の「伝統」と考えていた。そ
れは正当な考え方といえるが，一方でこのことは
機織以外の活動への負担を求めることにもなり，
折から会員の養蚕が衰退して兼業化も深化してい
く中で，地域でまとまることをより難しくしする
ことになった要因ともみられる。
　キー人物の2人目は，機織保存会の立ち上げに
尽力した蚕業普及員S氏である。S氏は養蚕の技
術指導が専門であり，機織の技能者ではない。機
織保存会と機織研修所への公的補助は「有機型農
業育成対策」が利用されており，当初の事業計画
には「高生産性農業の発展」との記述もあり，経
費として「休耕農地復元対策」の桑苗植栽も盛り
込まれている。つまりS氏の機織保存の背景には，
地域の養蚕業の維持という意図があった。実際S
氏は，退職後に自ら蚕室ハウスを建てて養蚕を始
め，保存会に繭を供給し，高嶋家の養蚕の手伝い
も晩年まで継続していたという。
　3人目は工芸作家K氏である。K氏は地元出身で
あり，高嶋なつゑ氏の元で機織を学んだことから，
小野田機織の継承者としては正当といえる。しか
しK氏は小野田地織の商品としての技術レベルと
価値形成からみた問題，つまり糸まで自作すれば
コスト的にとても引き合わないことをよく認識し
ている。薬莱山麓の観光施設群の1つとして開設
された機織伝習館で彼が「伝習」しているのは，
小野田の「地織」ではなく，より一般的な染色と
織物という，より普遍的な意味での「伝統」であ
り，そのことを十分に認識していた。
　3者のかかわりを評価すれば，養蚕の振興を企
図していたS氏が技能保持者である高嶋氏と出会
うことで，その職務を生かして首尾よく公的補助
を獲得して保存会の立ち上げと研修施設の開設に
つなげ，短期間ではあるものの多くの目を小野田
と漆沢に集めることに成功したことは評価でき
る。さらには，伝統性の認識と実践に違いはある
ものの，次世代の工芸作家を生み出し得た点もま
た，おおいに評価できるものといえる。
　２）活動の持続条件
　その一方で，小野田の機織保存活動は「持続性」
という点では成功といえる現状にはない。地域の
伝統の継承とはそれにかかわる資源と担い手の継
承であり，織物のような生業の場合はその再生産
体制の維持・継承でもある。これらにかかわる小
野田機織の問題点を整理し，それらをふまて保存
活動の持続条件について考察したい。
　①生産基盤…小野田機織の場合，それを生み
出す源泉となった繭生産は1985年頃以降の養蚕の
急速な衰退で消滅状態となった。養蚕には蚕成長
期の給桑に多大な労力を要するが，同時進行した
高齢化ともあいまって，ついには機織保存のため
に維持してきた高嶋家の養蚕さえもが限界を迎え
てしまった。屑繭については町内外からの広域的
な支援もあったものの，桑の自給体制は維持困難
となった。
　②担い手…養蚕農家の女性を主として結成さ
れた保存会も，養蚕の衰退と高齢化の中で会員の
参加は限定的になり，組織的な活動もみられなく
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なって特定個人による活動となっていった。他方
で，町外の若者が来訪するようになった。
　③技能習得…高嶋会長の個人的指導に委ねら
れ，組織的な研鑽の体制はとられなかった。当初
の構想にあった小物製品の開発も組織的にとりく
まれるようなことはなかった。
　④公的支援…小野田機織を地域の伝統として
維持していくには公的支援がかかせなかったとい
えるが，それはS氏個人の尽力に委ねられて継続
されなかった。また薬莱山麓開発の中で再び注目
された際には観光目的とされ，町の支援は一貫し
たものとはいえなかった。
　活動を持続的にするにはこれらの諸点の克服が
必要であったといえる。すなわわち，一貫した地
域政策としての位置づけと支援，組織的な技術習
得の体制づくり，域内外の希望者を広く取り込む
体制づくり，そして必要な原材料を地域で調達し
うる連携体制の構築ということになる。衰退しか
かった地織の類例としては，「織り姫」の定住に
も成功している昭和村のからむし織，鶴岡市温海
町関川のしな織り，そして小野田と同年に発足し
た丸森町大内の地織保存会などが指摘できよう。
　３）小野田機織の地域づくりへの可能性
　立ち上げから35年がすぎたいま，高嶋なつゑ氏
の高齢化と高嶋家による繭生産の中止によって，
小野田の機織保存活動は消滅状態となっている。
地域伝統の紬織を組織的に保存・継承して産業化
を目指すという目標も達成しえなかった。では今
後の地域づくりおける可能性はないのか。その点
について以下の点を提言したい。
　 ①記憶の継承…まずはかつて「小野田地織」，
「小野田紬」と呼ばれた地域の伝統があり，名人
もいたこと，そして機織保存の取り組みが行われ，
機織研修所も現存することを，地域共通の記憶と
して次世代に継承することが必要である。生業化・
産業化は困難としても，小中学生の地域学習テー
マとしての活用は，高嶋なつゑ氏の娘Eさんや工
芸作家K氏をはじめ，技能者が皆無になったわけ
ではないので，十分に可能と考える。
②個人から地域共有の財産へ…機織保存会の
持続力を回復するには，組織づくりを考える必要
があり，それには町当局の施策と支援が不可欠で
ある。小野田は90年代から「さんちゃん会」や複
数の農家レストランなど，農村ツーリズムが盛ん
となり，農家女性たちの働きもめざましく，観光
カリスマに選ばれた人材もいる。また平成合併に
よって同じ加美町となった旧中新田町や宮崎町も
独自の地域づくりで知られる。これらとの連携を
図ることは十分に可能と考える。
　③工芸作家K氏の役割…こうした中で，工
芸作家K氏の存在は重要である。自身が小野田機
織保存会にルーツを持ち，既に多くのアートを主
とした交流活動でも活躍している。機織保存の中
心だった高嶋なつゑ氏が引退された今，K氏の求
心力を地域の次世代へとつないでいく仕組みが必
要である。
　④広域的連携へ…研修所・伝習館双方の機織
技能習得者には遠方から通う若者や退職者層もお
り，町域を超えた広域の交流・学習施設にしてい
くことも可能と考える。そのため，漆沢の研修所
を薬莱山麓の伝習館隣接地に移設して，人的・物
的資源の統合を図ることが必要である。
　⑤「伝統」観の転換…その際，小野田機織を
めぐる「伝統」の考え方については，高嶋氏が重
視してきた「守るべき伝統」から，「創造される
伝統」への観点の転換が求めらる。
謝辞　
　調査の過程では，地織技能保持者高島なつゑ氏
の娘の小関栄子さん，元蚕業指導員の佐藤忠志さ
ん（故人），保存会会員で染色工芸作家の笠原博
司さん，そして今も漆沢の研修所で織物を継続し
おられるほぼ唯一の保存会員である穂積正一さん
に快くヒアリングに応じていただいた。記して謝
意を表します。
18―　　―
＜注＞
1）：綿織の地織では「若柳地織」がある。
2）：「みやぎ県政だより」1980による。
3）：少なくとも高野が13年ぶりに仙台に赴任した
2004年以降，地元の新聞やTVの地域ニュースや番
組などで「小野田紬」，「小野田地織」の名に接し
たことはなかった。
4）：養蚕戸数は『宮城県史』9（産業編1）287頁の「第
60表」による。この数は大正4年の農家数86,887（農
業センサス累年統計書）の44％にあたる。
5）：『小野田町史（新刊）』869～70頁。また『宮城県史』
（前掲）318頁にも「農家の副業として」との記述
がある。
6）：「河北新報」1994年1月21日付記事によれば，「県
内養蚕農家が，生糸相場の低迷，高齢化と担い手
不足の進行などで激減して経営困難になったこと」
との解散理由が報じられている。
7）：『小野田町史（新刊）』870頁，1980年3月1日「み
やぎ県政だより」，1986年5月1日「広報おのだ」。
8）：宮城県農政部園芸課（1997）：『宮城県蚕糸業史
―昭和・後期編』
9）：毎日新聞（1977年12月15日）
10）：「はたおり」の文字は，設立総会の際の資料や
数年後に作成された会の説明資料ではひらかな表
記になっているが，後の補助金申請書や総会資料，
新聞記事等では漢字表記の「機織」が大半で，区
別していないようである。
11）：毎日新聞（1977年12月15日），朝日新聞（1980
年1月19日），広報おのだ（1980年2月1日）
12）：2008年に体調を崩して以後，機織はやめられて
いる。2010年11月の訪問時にはお元気であったも
のの，残念ながらヒアリング対応は難しい状況で
あった。
13）：尾形ときさんについては，河北新報（1981年11
月30日）に以下の紹介がある：「13歳の時に母親
から生糸の紡ぎ方を教わり，18歳から見よう見ま
ねで織り始めた。帯や反物を織っては孫や知り合
いに贈って喜ばれ，それが生きがいにもなっき
た」。またクルミの根で染めるなど草木染めの技
能も持っていた。
14）：1980年2月1日「広報おのだ」によれば，250万
円の内訳は県の有機型農業育成対策事業115万円，
町補助金105万円，保存会の負担30万円であった。
15）：毎日新聞（1977年12月15日）
16）：当時の状況として，仙北新聞（1985年1月22日）
に高嶋会長の以下のような談話が掲載されてい
る：「遠くは京都からきたという人や，私の家に
40日も滞在して初歩的な技術を習得して帰った人
もある。みな予告なしにひょっこり姿を見せ，そ
のまま数日滞在する人も珍しくない。まるで民宿
のようです。」
17）：事前に会長・幹事の同意を得て日程を打つ合わ
せること，管理費として町内居住者は年1,200円，
町外居住者からは月1,500年を徴収する，などが規
定されている。
18）：研修所設立当初，高嶋会長の反物を求めて来訪
する人があ度々あったという。
19）：1985年7月6日の欄に著者の1人（高野）も参加
した「東北大の板倉教授と学生15人」が訪問した
ことが確かに記されていて感嘆した。
20）：2011年度は3月12日に開催予定で，筆者らも招
かれていたが，前日の大地震で中止となった。な
お，小野田一帯の地震被害は軽微であった。

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